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１．学校重点プラン・自己評価の結果 

 
 
 
 
 
 

            

 

具 
体 
的 
な 
取 
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≪低学年≫ 
相手の考えに興味をもち、自分の

良さに気付くことができるように

する。 
≪中学年≫ 
相手の考えを肯定的に聞き、意図

を考えたり、自分の考えに自信を

もったりできるようにする。 
≪高学年≫ 
自ら疑問をもって仲間と交流した

り、問いを立てて仲間と解決した

りできるようにする。 
 
〇教師が児童の対話方法を工夫す

る。 
・対話の質が深まるように相手の

考えを引き出すような質問をした

り、共感的に聴いたりできるよう

にする。 
・対話の手段として授業内でホワイ

トボード、付箋、chromebook など

を使用し、ワークショップの手法を

取り入れることで効果的な意見交

換を促す。 

① 
〇運動環境を整える 
・休み時間に使える教具の整備 
・縄跳びの購入希望調査 
・自発運動を促すカード作成と配

布（縄跳び・鉄棒など） 
 
〇体育委員会児童による働きかけ 
・運動に親しんだり、体力向上に

つながったりするような企画。 
 
〇教材教具の更なる充実 
・年間指導計画に合わせた教材教

具の準備 
・手立てとして使える道具の購入 
 
② 
・児童健康委員会の取組みを継続 
し、保護者と連携して生活習慣に 
ついて考える。    
・ブロックごとに携帯安全教室を 
開催する。（市 P 協に講師依頼）         
・ほけんだより等で啓発する。 

① 
○校内研究サブテーマを意識し 
て、授業や学校生活全般で仲間の 
存在や考え方を認めることを意識 
した指導を継続する。 
・支援指導委員会、ブロック会議 
等を活用し、情報共有・共通理解 
をもとに取り組む。 
・良いところは褒めて共有し、課 
題については考えさせて具体的な 
行動に繋げる。 
○たてわり活動や異学年との交 
流、学校行事を通して認め合う意 
識を促す指導を継続する。 
 
 

・あいさつに更にひと言の声かけ 
 を大人がモデルとなり積極的に  
 行う。 
・児童委員会の活動を通して、児 
 童が主体的に挨拶への意識を高 
 める。 
・朝会等であいさつの必要性を伝 
 える。 
・学年や学級でも定期的にあいさ 
 つについて考える時間を設け 
 る。 
 

検 
証 
の 
時 
期 
と 
方 
法 

【実現状況】 
・児童アンケートにて「自分の考え

を相手に伝えたりノートなどに書

いたりしている。」の項目が昨年度

の数値を上回っているか。 
・職員アンケートにて「chromebook
やホワイトボード、付箋を使用し、

対話方法を工夫しているか」の肯定

回答率がどれくらいあるか。 
 
 
 
 

【実現状況】 
①児童アンケートにて「授業中だ

けでなく休み時間や放課後にすす

んで体を動かしている」の肯定回

答率が前年度を上回っているか。 
②メディアコントロールチャレン

ジの振り返りにて、実施前後でメ

ディアを使用しない空き時間の過

ごし方に変化が見られるか。 
学校評価アンケートにて「早寝・

早起き」「メディアとのつきあい

方」の肯定回答率が前年度を上回

っているか。 

【実現状況】 
・学校評価アンケートにて「相手

がうれしくなるような言葉を使っ

ている」「友だちと力を合わせて

いる」の肯定回答率が前年度を上

回っているか。 
・たてわり活動、キャンプ、修学

旅行などで認め合い協力する姿勢

が見られるか。 
 
 
 
 

【実現状況】 
・学校評価アンケートにて「自分

からあいさつをしている」の肯定

回答率が前年度を上回っている

か。 
・学校運営協議会や見守り隊の

方々からの評価が肯定的か。 
 
 
 
 
 
 

 重点１ 重点２ 重点３ 学校独自の重点 
重
点
目
標 

（
目
指
す
子
ど
も
の
姿
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○対話の質を高め、主体的に学ぶ 
 力を育てる。 
 
 
 
 

①授業中だけでなく授業外でも、

自ら運動に親しもうとする子ど

もの育成を図る。 
 
②chromebook やゲームとのつき

あい方を考え、睡眠・運動など

の生活習慣を整える。 

○認め合い協力する心を育てる。 
 
 

○コミュニケーション能力を高め 
 るために、基盤となるあいさつ  
 を進んでできる態度を育てる。 

学校教育目標      
【徳】なかよく【知】かしこく【体】たくましく 

 

確かな学力を 

育成します 

健康の保持増進と 

体力の向上を図ります 

多様な人々と協働する力を

育てます 



【検証方法】 
・児童アンケート、保護者アンケー

ト、職員アンケートの３つに関連項

目を加え、比較・分析する。 
・職員が授業内で児童の様子を見取

る。 
 
 

【検証方法】 
①児童アンケート 
②メディアコントロールチャレ 
ンジ実施後の振り返り、学校評価 
アンケート 
 
 

【検証方法】 
・各行事の反省に関連項目を加え

る。 
・支援指導委員会での情報共有 
・学校生活アンケート、学校評価

アンケート（保護者・職員）な

ど 
 

【検証方法】 
・学校評価アンケート、保護者・  
 地域の方の声を聞き取る。 

検 
証 
結 
果 
・ 
成 
果 
と 
課 
題 

【取組状況】 
〇児童が自分の考えを整理し、表

現しやすくするために chromebook
やホワイトボードを用いた。ま

た、話し合い活動ではペア、グル

ープの対話人数やメンバーを意図

的に設定したりした。 
 
〇家庭学習から主体的に学ぶ姿勢

につなげようと、各学年で児童の

実態に応じて「自主学習」に取り

組んだ。また、保護者の理解も得

られるよう「学力向上通信」も配

布した。 
 
【達成状況】 
〇職員アンケート「授業でホワイ

トボード等を用いた対話の工夫を

しているか」の肯定回答率が

100％となった。 
〇児童アンケート「自分の考えを

相手に伝えたりノートなどに書い

たりしている」の肯定回答率の数

値が昨年度より 2 ポイント上回っ

た。（79％→81％） 

【取組状況】 
①・各学年の年間指導計画に合わ

せた教材教具の購入、縄跳びの購

入希望調査を行って一括購入(今

年度は１年生のみ)し、運動しや

すい環境づくりに取り組んだ。 

・体育委員会主催の低学年向けス

ポーツ教室、縄跳び鉄棒週間、マ

ラソン週間などを企画し、実施し

た。 

②・健康委員会でメディアコント

ロールチャレンジを企画し、冬休

みに全校で実施した。 

・市 P協の講師を招いて各ブロッ

クごとに携帯安全教室を実施し

た。 

・ほけんだよりを児童が興味をも

って読み、自分自身の生活を振り

返られるように工夫した。 
 
【達成状況】 
① 

○児童アンケートでは、「授業中

だけでなく休み時間や放課後にす

すんで体を動かしている」という

項目に対し、81%の児童が肯定的

回答をしており、昨年度より６ポ

イント向上が見られた。 
○体育委員会の取組に多数の児童

が参加し、取組の有効性も見られ

たが△一時的なもので継続が見ら

れないこと、学年による参加状況

の差があることが課題である。 
△予算の都合もある中で、教材教

具等の環境整備をいかに行ってい

くかも課題として残っている。 

② 

〇児童アンケートからは、「家庭

での約束を守ってメディアを使用

できる」が 74％と概ね上手に使

用できている。△ただ、保護者ア

ンケートには同様の項目がないの

ですり合わせが出来なかった。 

〇メディアコントロールチャレン

ジ実施により、家庭でのメディア

との付き合い方を考えるきっかけ

作りになった。継続して取り組め

るように、ほけんだよりや学級通

信などでも呼びかけた。 

〇携帯安全教室は、発達段階に応

じて理解しやすいような内容に工

夫されていた。児童自身が、ゲー

【取組状況】 
・たてわり活動などの行事の反省

に「子どもたちの認め合う姿につ

いて」という項目を加えて、状況

を分析した。 
・学習交流会や異学年交流を通し

て、友だちの良さを認められるよ

うに、学校生活全般の中で教職員 
が意識をして取り組んだ。 
【達成状況】 
〇児童アンケートからは、「相手

が傷くようなことを、言ったりし

ないように気をつけている」が

93%、「学校生活の中で、友だち

と力を合わせている」が 95%、

「困ったときに相談できる大人や

友だちが学校の中にいる」が

95%とお互いを認め合い協力する

ことのプラス評価が高い。 
〇たてわり活動が再開し、学年を

越えての交流を通してお互いを認

め合う機会が増えたことが高いプ

ラス評価につながっている。 
〇たてわり活動の職員反省では、

「高学年がリードし、困っている

子の声を親身に聞いている姿が見

られた。」「積極的に反応したり、

回答し終わった後には拍手をした

りして、認め合う異学年交流がで

きていた。」などの肯定的な意見

が多い。 
〇友だちと力を合わせたり、友だ

ちを思いやって行動したりする姿

勢が身についてきている。 

【取組状況】 
・取り組み位に関しては。おおむ  
 ね行っているが、年間を通じて 
 継続性が足りないので自発的な 
 あいさつが児童に定着するまで 
 には至っていない。 
【達成状況】 
○児童アンケートの結果からは、

90％近い児童が「自分からあいさ

つをしている」という高い自己評

価になっている。委員会のあいさ

つ運動や朝会の話などの影響から

意識している児童が増えてきたよ

うに見える。 
△一方で、保護者や職員のアンケ

ートからは、プラス評価が低めな

ので、「あいさつを進んでできる態

度」の姿が児童と大人の間でギャ

ップがあるのではないか。 



ムやＳＮＳ等と、どのように付き

合っていけばよいかを考えること

ができた。 

△睡眠時間については、「早寝・

早起きを心がけている」の児童ア

ンケート結果（61％）と保護者ア

ンケート結果（86％）に大きな数

値の差があった。保護者と児童の

捉える規則正しい生活習慣にズレ

があるのかもしれない。 

課 
題 
解 
決 
・ 
次 
年 
度 
の 
取 
組 

・職員の中で「主体的な学び」と

いう言葉の意味を具体的にし、そ

れを高めるために必要な「対話」

をさらに明確にする。 
・家庭学習では発達段階に合わせ

た系統性をもたせることで、より

主体的な学びにつながるように取

り組む。 
・「自分の考えを相手に伝えたりノ

ートなどに書いたりしている」の

肯定回答率を上げるための手立て

を検討する。 

①・児童委員会活動で運動習慣を

つける取組、体力向上を図る取組

を継続し、高学年の参加率を増や

す工夫も児童と共に考えていく。 

・休み時間に自由に使用できる教

具を増加したり、使いやすい環境

整備をしたりして、日常的に運動

に親しめるように働きかけてい

く。 

・教材教具の劣化等も見られるた

め、各学年の年間指導計画をもと

に、より使いやすいものに買い替

えていく。 

② 

・児童委員会活動でメディアコン

トロールの取り組みを継続してい

く。 

・児童の実態に合わせたほけんだ

よりを引き続き発行していく。 

・携帯安全教室は毎年実施出来る

ように取り組む。PTA とも連携を

図りながら、保護者向けの講習も

開催できるとよい。 

・児童アンケートと保護者アンケ

ートの項目のすり合わせを行う。 

・懇談会などを活用して、家庭で

の生活の様子を聞き取り、連携を

図る。 

・さらに認め合い協力する力を高

めるために、自己肯定感の育成が

大切であることを教職員間で共有

する。 
・児童一人ひとりが学級の中での

存在感を感じることが自己肯定感

の育成につながるため、友だちに

関心をもち互いに認め合い高め合

おうとする取り組みを考え、ブロ

ック会議や児童支援委員会等で共

有していく。 

【課題解決】 
・あいさつを自発的にできること

を継続できるようにしていく。 
・職員が目指す「あいさつを自発

的にする児童の姿」の理解を共有

し、その姿を児童にも共有する。 
【次年度の取り組み】 
・どのような姿が「自分から自発

的にあいさつできる」ということ

なのかを職員間で共有する。 
職員で共有した目指す姿を児童に

伝える。 
・昨年度と同様に委員会や朝会、

クラスなどで啓もう活動を継続し

ていく。委員会でのあいさつ運動

は年 2～3 回にできると良い。 
・道徳などであいさつの大切さに

ついて扱う。 

                                  
２．学校関係者評価の結果 

・評価内容（次年度への方向性も含む） 
〇重点目標の達成状況・取組状況やその適切さについて 
・概ね達成できている。 
・「主体的」というのはとても大切。指示待ちにならぬよう、子どもたちそれぞれが興味のあることを見つけて学んでいってほしい。 
・校内研究を教師全員で熱心に取り組んでいることを評価する。学習と生活は絡まっていくので、子どもたちの心情的な面を取り上げながら進めて

ほしい。 
〇今後へ向けての改善方策について 
・生活習慣を整えることは、学校での声かけもいいが、家庭なくしてはできない。家庭に協力を仰ぐ、学校の方針の理解者を増やしていけるといい。 
・学校・家庭・地域の協力を具体的に示して進めていく必要があると思う。 
・児童の自己評価で「自分からあいさつできている」というのは地域も含まれているのか疑問。子どもたちと地域の関係が希薄になっているが、そ

れは大人の側に責任がある。学校だけの問題ではないので、地域の側でも考えていきたい。 
・年度の初めに児童各自が「今年のテーマ」を決めて年間を通して進めていくという方法もいい。 
〇その他 
・保護者アンケートの回収率が低かったことについて、アンケートの実施が認知されていなかったようなので、年度の早い段階から保護者に伝えてい

くとよい。 
・読書活動をぜひ推進してほしい。子どもが自分から読みたいと思う環境を作ってほしい。 

 

 



 

【学校関係者評価を行った時期と回数】 【学校関係者評価の構成員等】 

＊実施月と回数をご記入ください。 組織（委員会）名 評価者（委員）の構成（学校との関係性、所属） 

令和４年 11月と令和５年２月（２回） 

 

学校運営協議会 町内会長、元小学校校長、PTA 会長、元 PTA 会長、 
民生委員 

～結果の公表について～ 
時期 【公表の対象】方法 その他 

●２月 

 

●３月 

 

【保護者】学校だより 

【地 域】学校だより（回覧版） 

【市 民】学校ホームページ 

 

 

 


